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審   査   の   要   旨 
  
 本研究では、マウス培養細胞に内在されていた体細胞突然変異型ミトコンドリアDNA分子種
を濃縮し、マウスES細胞を介してミトコンドリア遺伝子病モデルマウス（mito-mice-tRNALys7731）
の作出に成功している。また、このmito-mice-tRNALys7731がミトコンドリア遺伝子病の症例に類
似する表現型を呈することを明らかにしている。ミトコンドリアDNAにコードされた遺伝子を
改変できない状況の中、ミトコンドリア遺伝子病モデルマウスの作出に成功した点はきわめて独
創的である。また、mito-mice-tRNALys7731の活用によってミトコンドリア遺伝子病の分子病理の
解明だけでなく、出生前診断・治療の提案に至っている点は、基礎生物学研究として学問的価値
がきわめて高いと評価された。 
平成２８年２月２日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査
及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。
その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
